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よ う こ そ 本 吉 町 へ ! !
NPJプログラム受入れ事業
　夢プロでは6/12～6/19まで、ア
メリカ人学生の方々を受入れまし
た 。 日 米 の 相 互 理 解 を 深 め る た
め、本吉町内の小中学校や、ホー
ムステイ先となったご家族の方々
の 協 力 の も と 、 様 々 な 生 活 や 体
験、学習の機会をいただき、素晴
らしい８日間となりました。震災
に関する知見も深めてもらい、よ
り気仙沼市本吉町と言う場所を知
っていただく良い機会となり、私
達としても本吉町の観光の強みや
豊富な資源があるということを再
認識できた事業となりました。
　今後様々な視点で本吉町の魅力
を伝えるきっかけになればと思い
ます。

　協力して下さったホストファミリー
の方々には総じてご満足いただけまし
た。短い期間での準備等大変お世話に
なりました。地域との繋がりを強く感
じた事業となり、『人』も本吉町の魅
力の一つであると感じました。

教育機関の受入れの様子
　受入れに協力してくださった大谷小
学校、津谷中学校での交流は、世代も
近いこともありあっという間に打ち解
けていた様子で、日本の遊びや交流学
習をしながら互いの異文化の理解を深
めていました。
　この交流が、一過性の受入れではな
く継続的な国際交流への足がかりとな
るのではないかと思います。
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携
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観光や地域交流の様子
　交流学習以外の時間は、気仙沼市か
ら南三陸町の各施設などをまわり、観
光学習をしながら地域のことや震災の
ことなどの理解を深めていただきまし
た。ホストファミリーとの交流もとて
も楽しんでいた様子でした。

　震災に関しては学生の母校がある
ウィスコンシン州も水害や竜巻など
比較的災害はあるものの、地震や津
波に関してはとても衝撃を受けたよ
うです。
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出
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。
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催
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催
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岸
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｜
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。

　
ビ
｜
チ
ス
ポ
｜
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世
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。
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岸
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｜
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。
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。
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＆
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｜
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ボ
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ーチ
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｜
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。
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携
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第一回委員会開催　
六
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、
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催
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ま
し
た
。
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ビーチクリーンへ参加
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｜
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。
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｜
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と
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が
聞
こ
え
て
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ま
し
た
。
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沼尻海岸に絶滅危惧種！？
　大谷地区沼尻海岸にオサガメのストランデ
ィング(海生哺乳類が生死を問わず陸地へ座礁
又は漂着すること)があるとの一報があり、関
係機関の調査に同行しました。現地での解
剖、埋設作業も含めとても貴重な経験をさせ
ていただきました。
　オサガメは世界最大のウミガメで、サイズ
は２ｍにもなります。太平洋海域では絶滅が
危惧されているとても珍しいカメです。深海
1000m以上潜ることが可能で、甲羅は他のウ
ミガメと違い骨格の上に硬いウロコではなく
皮膚で覆われています。今回の個体は甲羅の
サイズが120㎝で、これでも未成熟だそうで
す。解剖では筋肉の一部や上腕骨のサンプル

を回収しており、数少ないオサガメの研究に
使われるそうです。
　胃の内容物にはプラごみが入っており、実
物を見るとより現実味が増し、改めて海洋ゴ
ミ問題に目を向けていかなければいけないの
だと痛感しました。

　県の水産漁港部、防潮堤を管
轄する県の機関の方々が埋設場
所へ運搬している様子と、オサ
ガメが食べてしまっていたゴミ
など(一部加工)。食べたものを
目の当たりにするのは初めて
で、非常にショックでした。ビ
ーチクリーンなどで未然に防ぐ
しか方法はないのでしょうか。

　今回調査に同行
させていただいた
ELNA の 井 ノ 口 様
(右)と、調査補助
として同行してい
たICU所属の木村
様(左)。自分もク
ジラカギを使用し
てひっくり返した
り運んだりしまし
たが、重さと臭い
との戦いでした。
(一部写真を加工し
て掲載)

児童のプログラミング体験 　津谷学童保育センター様主催で『人型ロボッ
トpepper(ペッパーくん)』を使用したプログラ
ミング体験が行われました。ソフトバンク(株)
の笠島様を講師に迎え、官民連携子育て支援団
体であるコソダテノミカタ様、若者の居場所支
援を行っているフリースペースつなぎ様の協力
のもと開催。子ども達は学校配布のタブレット
でゲーム感覚でプログラムを組み、実際にペッ
パーくんを動かす体験をしました。


